
近年は，umieのオープンやタワーマンション建設な 

どを契機に，人口や事業所数も増加しており，地区内 

の人や施設などの集積が見られるほか，隣接のメリケ 

ンパークの整備が進むなど，神戸港全体で地域を活性 

化させるための取り組みが実施されている. 

 

6．まとめ 

本研究は，神戸ハーバーランド地区を対象に，地区

の開発から現在までの施設の開店・撤退の変遷と人口， 

産業，交通の変化を明らかにし，地区集積性の変化の

イメージを描くことができた．今後，ハーバーランド

地区をはじめ，ウォーターフロントの整備や活用につ

いては，新たな変化を繰り返しながら持続させること

が必要であり，他の地区事例も踏まえて整理する必要

がある． 

また，本研究においては，長期間一定の水準で，か

つ，町丁目で収集できる情報を得ることに限界があり，

今後の研究において情報収集の課題が残された． 
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交通結節駅におけるサードプレイスの現状 
 

塩川大哉*   小塚みすず**  

 

Present Situation of the Third Place in Railroad Station  

as a Function of Transport Nodes 

 

Hiroya SHIOKAWA*    Misuzu KOZUKA**  

 

ABSTRACT 

 

People significantly gather around railway station as functions of transport node. Crowded place makes a person 

who is in there feel that time is fast and gives tiredness the person. Such space needs comfortable places, so 

development of “The Third Place” is one of problems that railway station has in the future. In this study, it 

is assumed that the third place will be focused in shopping area within a train station in the future, and the 

purpose of this study is to grasp current situation of the third place in railway station as functions of transport 

node that some persons and facilities are gathered. We think that this study will lead to development of railway 

station in the future. From a survey, we grasped number of stores of the third place and confirmed that it was 

correlation with the number of passengers. Besides, we confirmed that there were differences of each category 

of stores between applications of utilization and crowded time.  

 

Keywords : the third place, railway station as functions of transport node, crowded time, AHP 

 

1. はじめに 

近年，高度経済成長期を遂げた我が国では，自動車

を中心とするモータリゼーションの進展に伴い，市街

地は無秩序に拡大し，中心市街地の衰退やモビリティ

に地域的格差が生まれるなど様々な障害を生み出して

きている．今後，駅間を交通ネットワークで結び，無

秩序に拡大した市街地をコンパクトに集約させるとと

もに，モータリゼーションの進展を防ぐことを目指し

て，鉄道駅に都市の機能を集約させた，「コンパクトシ

ティ政策」や「公共交通指向型開発」の展開により，通

勤・通学，観光客などによる人の集散がより一層増す

ことが予想される．特に乗り換えに用いられる鉄道駅，

つまり交通結節機能を有する鉄道駅(注 1)においては人

の集散が著しいと考えられる．また，周囲の人の動き

が速い空間では，そこに居る人に時の流れを早く感じ

させるとともに疲労感を与える．このような空間には

ゆっくりと休憩できる場所が必要であり，それらのス

ペース，つまり「サードプレイス(注 2)」の創出はこれか

らの鉄道駅の課題であると言える．しかし，サードプ

レイスを取り上げた既往研究は少なく，例えば「駅ナ

カ」をキーワードとした既往研究には，駅ナカ店舗の

立地実態に関する研究(1)や，駅ナカのカフェにおける

使われ方に関する研究(2)などが挙げられる．また，駅以

外で見ると，店舗の場所と利用者の行動の関係に関す

る研究(3)などが見られた．しかし，これらは施設利用の

側面からの研究であり，対象が限定されている．本研

究は駅ナカ開発が今後期待される JR 西日本を対象と

した点や特に人の集積が著しいと考えられる交通結節

機能を有する鉄道駅を対象とした点に大きな特徴を有

しており，本研究は今後の鉄道駅開発において必要な

知見の一つとして役立つと考えられる． 

鉄道各社が駅ナカ事業に力を入れ始めたのは 2000

年に入ってからであり，特に JR 西日本は新大阪駅の改

良や明石駅の開発事業など，近年，駅開発が進んでき

ている．今後，駅ナカ開発が期待される JR 西日本の鉄

道駅に焦点を当て，現地調査およびアンケート調査に

よりサードプレイスの現状を把握することを目的とす

る．なお，本研究では，サードプレイスの基礎的な店

舗であるカフェや書店などを調査の対象としている． 

 

*  専攻科 都市工学専攻 

** 都市工学科 准教授 
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2. サードプレイスの定義 

 「サードプレイス」という言葉は，アメリカの社会学

者である R.オルデンバーグによって提唱されたもので

ある．R.オルデンバーグは，都市居住者にとって生活

上欠かせない居場所として「ファーストプレイス」と

呼ばれる自分の住んでいる家などのプライベートの強

い場所と「セカンドプレイス」と呼ばれる職場や学校

などの自分以外の他の人と共存する場所の 2 つを挙げ

ており，この 2 つの居場所に加えてカフェや書店，広

義的には居酒屋や理髪店などの場所を「サードプレイ

ス」として位置付けている．また，サードプレイスの

定義として中立領域に存在しており，その利用が平等

で会話が主たる活動であることや，アクセスのしやす

さ，控えめな態度であることなどを挙げている(4)．  

本研究では R.オルデンバーグの設定した定義から一

部変更を加えて，上記のサードプレイスの定義に以下

の 5 つの条件を加え，サードプレイスの選定を行う． 

1．身分による差別がない、中立の場所に立地 

2．外観や内装は落ち着きのある雰囲気 

3．就業時間外の営業 

4．安価，もしくは無料で利用可能 

5．特別な利用の制限がない 

なおサードプレイスは，一般にカフェ，喫茶店，書

店などが挙げられる．本研究上のサードプレイスの定

義に該当し，サードプレイスとして選定できる事例を

写真-1 に示す． 

 

写真—１ サードプレイスの事例． 

 

3. 調査対象駅の選定 

 JR 西日本管内であり，明石駅の駅前整備，元町駅の

駅前開発，三ノ宮駅の駅前再整備構想などの駅開発が

活発である兵庫県内の交通結節機能を有する鉄道駅を

対象に調査対象駅の選定を行う． 

 兵庫県内には計 402 の鉄道駅がある．その内訳は，

JR：143 駅，民間鉄道：233 駅，地下鉄：26 駅となって

いる．中でも交通結節機能を有し，JR を含む駅は 25 駅

であった．ここで，交通結節機能を有しているという

のは，一般に乗換可能であるということであり，本研

究においては改札口から人が快適に歩行することが可

能な距離が 400ｍであることから，半径 400ｍ圏内に駅

が存在すること，もしくは，複数の線を有しているこ

とを乗換可能としている．25 駅の内乗降客数の規模が

極めて少ない駅(注 3)については，本研究の対象から除外

した．その結果，研究対象駅は 20 駅となった(表-1)．

20 駅を乗降客数別に 4 グループに分け，グループ毎の

平均乗降客数に近い駅を 3 駅ずつ（グループ A：兵庫

駅，加古川駅，舞子駅，グループ B：住吉駅，新長田

駅，宝塚駅，グループ C：元町駅，明石駅，神戸駅）抽

出し，計 9 駅を調査対象駅とした．なお，グループ D

の三ノ宮駅とグループ A の和田岬駅は本研究の調査対

象駅から除外している．前者は乗降客数の割合が全体

の 3 割超であること，後者は利用目的が極めて限定的

な路線であり，一般的な駅とは考え難いためである． 

ここで，本研究における調査対象範囲は JR 駅の改札

口から駅ナカ施設や付随しているビルなどの建物とし

ての連続性のある場所としている．調査限度は JR 駅の

改札口から徒歩 5 分圏内とする(注 4)． 

 

表—1 調査対象駅選定表． 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 交通結節駅＼駅種類 
乗降客数

(人) 
割合 

A 

粟生駅 3,394  0.2 

相生駅 8,972  0.4 

塩屋駅・山陽塩屋駅 15,454  0.8 

須磨駅・山陽須磨駅 28,331  1.4 

和田岬駅 30,647  1.5 

兵庫駅 42,240  2.1 

加古川駅 44,348  2.2 

舞子駅・舞子公園駅 44,811  2.2 

三田駅 53,104  2.6 

西明石駅 61,490  3.0 

垂水駅・山陽垂水駅 79,141  3.9 

尼崎駅 83,586  4.1 

乗降客平均・累積割合 41,293 24.5 

B 

住吉駅 94,307  4.7 

新長田駅 99,165  4.9 

宝塚駅 114,357  5.7 

姫路駅・山陽姫路駅 120,592  6.0 

乗降客平均・累積割合 107,105 45.7 

C 

元町駅 127,129  6.3 

明石駅・山陽明石駅 131,995  6.5 

神戸駅・高速神戸駅・ﾊｰﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ
駅 

173,010  8.6 

乗降客平均・累積割合 144,045 67.1 

D 三宮駅 663,467  32.9 

 

4. 駅構内におけるサードプレイス出店状況 

4.1 現地調査概要  調査対象駅として選定された 9

駅について，調査範囲内のサードプレイス店舗数と駅

施設やその周辺の状況を把握するため，現地調査を実

施した．調査は平成 28 年 9 月〜11 月に実施した． 

4.2 現地調査結果  調査対象駅 9 駅の駅構内にお

けるサードプレイスの店舗数とその周辺状況を表-2に

示す．A グループの駅は乗降客数が 5 万人未満で，駅

自体が小規模なこともあってか，サードプレイスとな

る店舗数は比較的少ない．B グループの駅は，10 万人

程度の乗降客数である．サードプレイスの店舗数には

ばらつきがあるが，駅ナカだけでなく，駅周辺に様々

な施設が整備され，駅を中心にコンパクトな市街地が

形成されている．C グループの乗降客数は 13 万人前後

あるいは 17 万人程度とグループ内で乗降客数差があ

る．そして，駅ナカのサードプレイスの店舗数にもば

らつきがあり，元町駅は 2 店舗と少ない．しかし，駅

周辺には飲食店をはじめとする商業系の土地利用が広

く展開している．加えて，駅周辺施設には観光や買物

目的となる店が多いことからも来街者の多様性がみら

れる． 

 

5. サードプレイス店舗の営業状況 

5.1 アンケート調査概要  現地調査により，サード

プレイスとして選定された 45 店舗に対して平成 28 年

12 月に郵送調査法によるアンケート調査を実施した．

調査は，主に店舗の利用状況の把握を目的とし，店主

や経営者を対象としたものである．調査の概要に関し

ては表-2 に示す． 

表—2 アンケート調査概要． 

調査対象店舗

数 

45 店舗 

調査期間 H28 11/17～12/10 

回収率 全体:19/45 カフェ:14/35 書店:5/10 

調査方法 郵送方式 

調査内容 

問 1 「サードプレイス」の認知度 

問 2 店舗の席数状況に関して 

問 3 滞在時間に関して 

問 4 平均滞在時間に関して 

問 5 混雑時間に関する一対比較 

問 6 混雑する時間帯に関して 

問 7 平均使用金額に関して 

問 8 店舗利用用途に関して 

 

5.2 サードプレイスの現状評価 

Ⅰ) サードプレイスの認知度  サードプレイスに

ついての認知度を図‐1 に示す．書店、カフェともに 6

割以上がサードプレイスという言葉を「聞いたことが

ない」と回答していることからも，一般に言葉の認知

度は高くないと言える． 

 

図—1 サードプレイス認知度. 

Ⅱ) 店舗滞在時間および利用目的  来客者の平均

滞在時間について，出店者が滞在時間に限度や目安と

なる時間を設定しているか否かを確認した．その結果，

全店舗において限度は設定していないことが分かった．

つまり出店者からすると何時間でもそこに居てもらっ

ても良いというように捉えることができる．これはフ

ァストフード店などの商業形態とは異なるところであ

ると言える．次に店舗の利用目的を図‐2 に示す．カフ

ェにおいては「飲食」が最も多く，次いで，「会話」，

「待ち合わせ」である．サードプレイスの提唱者であ

る R.オルデンバーグが『会話が重要である』(4)と言っ

ているように，実際にサードプレイスとして利用され

ている店舗で会話がその利用目的として多いことが分

かる．書店では，「待ち合わせ」と「読書」の利用目的

が多い．ここで，単純集計結果の中でも特筆すべきは，

店舗によって利用時間帯が異なるということである．

図‐3にはカフェと書店を合わせてみた時の混雑時間帯

を示したものである．ここでは 12 時の昼時と 18 時の

夕方の 2 つのピークの山があることが分かる．これを

カフェのみと書店のみの場合で分けて示したものがそ

れぞれ図‐4，図‐5 である．ここでカフェと書店の混雑

時間帯を比較すると，カフェは昼の 12 時に向けて混雑

度が上昇している．一方，書店では夜の 18 時に向けて

混雑度が上昇していることが分かった．これはカフェ

にはランチサービスがあること，書店は会社や学校帰

りに少し立ち寄るという目的での利用などが影響して

いると考えられる．このように同じサードプレイスで

あっても店舗種別に利用状況に違いがあると言える． 

 
図-2 サードプレイス店舗の利用目的. 

 

 
図—3 サードプレイス店舗の混雑時間帯. 
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2. サードプレイスの定義 

 「サードプレイス」という言葉は，アメリカの社会学

者である R.オルデンバーグによって提唱されたもので

ある．R.オルデンバーグは，都市居住者にとって生活

上欠かせない居場所として「ファーストプレイス」と

呼ばれる自分の住んでいる家などのプライベートの強

い場所と「セカンドプレイス」と呼ばれる職場や学校

などの自分以外の他の人と共存する場所の 2 つを挙げ

ており，この 2 つの居場所に加えてカフェや書店，広

義的には居酒屋や理髪店などの場所を「サードプレイ

ス」として位置付けている．また，サードプレイスの

定義として中立領域に存在しており，その利用が平等

で会話が主たる活動であることや，アクセスのしやす

さ，控えめな態度であることなどを挙げている(4)．  

本研究では R.オルデンバーグの設定した定義から一

部変更を加えて，上記のサードプレイスの定義に以下

の 5 つの条件を加え，サードプレイスの選定を行う． 

1．身分による差別がない、中立の場所に立地 

2．外観や内装は落ち着きのある雰囲気 

3．就業時間外の営業 

4．安価，もしくは無料で利用可能 

5．特別な利用の制限がない 

なおサードプレイスは，一般にカフェ，喫茶店，書

店などが挙げられる．本研究上のサードプレイスの定

義に該当し，サードプレイスとして選定できる事例を

写真-1 に示す． 

 

写真—１ サードプレイスの事例． 

 

3. 調査対象駅の選定 

 JR 西日本管内であり，明石駅の駅前整備，元町駅の

駅前開発，三ノ宮駅の駅前再整備構想などの駅開発が

活発である兵庫県内の交通結節機能を有する鉄道駅を

対象に調査対象駅の選定を行う． 

 兵庫県内には計 402 の鉄道駅がある．その内訳は，

JR：143 駅，民間鉄道：233 駅，地下鉄：26 駅となって

いる．中でも交通結節機能を有し，JR を含む駅は 25 駅

であった．ここで，交通結節機能を有しているという

のは，一般に乗換可能であるということであり，本研

究においては改札口から人が快適に歩行することが可

能な距離が 400ｍであることから，半径 400ｍ圏内に駅

が存在すること，もしくは，複数の線を有しているこ

とを乗換可能としている．25 駅の内乗降客数の規模が

極めて少ない駅(注 3)については，本研究の対象から除外

した．その結果，研究対象駅は 20 駅となった(表-1)．

20 駅を乗降客数別に 4 グループに分け，グループ毎の

平均乗降客数に近い駅を 3 駅ずつ（グループ A：兵庫

駅，加古川駅，舞子駅，グループ B：住吉駅，新長田

駅，宝塚駅，グループ C：元町駅，明石駅，神戸駅）抽

出し，計 9 駅を調査対象駅とした．なお，グループ D

の三ノ宮駅とグループ A の和田岬駅は本研究の調査対

象駅から除外している．前者は乗降客数の割合が全体

の 3 割超であること，後者は利用目的が極めて限定的

な路線であり，一般的な駅とは考え難いためである． 

ここで，本研究における調査対象範囲は JR 駅の改札

口から駅ナカ施設や付随しているビルなどの建物とし

ての連続性のある場所としている．調査限度は JR 駅の

改札口から徒歩 5 分圏内とする(注 4)． 

 

表—1 調査対象駅選定表． 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 交通結節駅＼駅種類 
乗降客数

(人) 
割合 

A 

粟生駅 3,394  0.2 

相生駅 8,972  0.4 

塩屋駅・山陽塩屋駅 15,454  0.8 

須磨駅・山陽須磨駅 28,331  1.4 

和田岬駅 30,647  1.5 

兵庫駅 42,240  2.1 

加古川駅 44,348  2.2 

舞子駅・舞子公園駅 44,811  2.2 

三田駅 53,104  2.6 

西明石駅 61,490  3.0 

垂水駅・山陽垂水駅 79,141  3.9 

尼崎駅 83,586  4.1 

乗降客平均・累積割合 41,293 24.5 

B 

住吉駅 94,307  4.7 

新長田駅 99,165  4.9 

宝塚駅 114,357  5.7 

姫路駅・山陽姫路駅 120,592  6.0 

乗降客平均・累積割合 107,105 45.7 

C 

元町駅 127,129  6.3 

明石駅・山陽明石駅 131,995  6.5 

神戸駅・高速神戸駅・ﾊｰﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ
駅 

173,010  8.6 

乗降客平均・累積割合 144,045 67.1 

D 三宮駅 663,467  32.9 

 

4. 駅構内におけるサードプレイス出店状況 

4.1 現地調査概要  調査対象駅として選定された 9

駅について，調査範囲内のサードプレイス店舗数と駅

施設やその周辺の状況を把握するため，現地調査を実

施した．調査は平成 28 年 9 月〜11 月に実施した． 

4.2 現地調査結果  調査対象駅 9 駅の駅構内にお

けるサードプレイスの店舗数とその周辺状況を表-2に

示す．A グループの駅は乗降客数が 5 万人未満で，駅

自体が小規模なこともあってか，サードプレイスとな

る店舗数は比較的少ない．B グループの駅は，10 万人

程度の乗降客数である．サードプレイスの店舗数には

ばらつきがあるが，駅ナカだけでなく，駅周辺に様々

な施設が整備され，駅を中心にコンパクトな市街地が

形成されている．C グループの乗降客数は 13 万人前後

あるいは 17 万人程度とグループ内で乗降客数差があ

る．そして，駅ナカのサードプレイスの店舗数にもば

らつきがあり，元町駅は 2 店舗と少ない．しかし，駅

周辺には飲食店をはじめとする商業系の土地利用が広

く展開している．加えて，駅周辺施設には観光や買物

目的となる店が多いことからも来街者の多様性がみら

れる． 

 

5. サードプレイス店舗の営業状況 

5.1 アンケート調査概要  現地調査により，サード

プレイスとして選定された 45 店舗に対して平成 28 年

12 月に郵送調査法によるアンケート調査を実施した．

調査は，主に店舗の利用状況の把握を目的とし，店主

や経営者を対象としたものである．調査の概要に関し

ては表-2 に示す． 

表—2 アンケート調査概要． 

調査対象店舗

数 

45 店舗 

調査期間 H28 11/17～12/10 

回収率 全体:19/45 カフェ:14/35 書店:5/10 

調査方法 郵送方式 

調査内容 

問 1 「サードプレイス」の認知度 

問 2 店舗の席数状況に関して 

問 3 滞在時間に関して 

問 4 平均滞在時間に関して 

問 5 混雑時間に関する一対比較 

問 6 混雑する時間帯に関して 

問 7 平均使用金額に関して 

問 8 店舗利用用途に関して 

 

5.2 サードプレイスの現状評価 

Ⅰ) サードプレイスの認知度  サードプレイスに

ついての認知度を図‐1 に示す．書店、カフェともに 6

割以上がサードプレイスという言葉を「聞いたことが

ない」と回答していることからも，一般に言葉の認知

度は高くないと言える． 

 

図—1 サードプレイス認知度. 

Ⅱ) 店舗滞在時間および利用目的  来客者の平均

滞在時間について，出店者が滞在時間に限度や目安と

なる時間を設定しているか否かを確認した．その結果，

全店舗において限度は設定していないことが分かった．

つまり出店者からすると何時間でもそこに居てもらっ

ても良いというように捉えることができる．これはフ

ァストフード店などの商業形態とは異なるところであ

ると言える．次に店舗の利用目的を図‐2 に示す．カフ

ェにおいては「飲食」が最も多く，次いで，「会話」，

「待ち合わせ」である．サードプレイスの提唱者であ

る R.オルデンバーグが『会話が重要である』(4)と言っ

ているように，実際にサードプレイスとして利用され

ている店舗で会話がその利用目的として多いことが分

かる．書店では，「待ち合わせ」と「読書」の利用目的

が多い．ここで，単純集計結果の中でも特筆すべきは，

店舗によって利用時間帯が異なるということである．

図‐3にはカフェと書店を合わせてみた時の混雑時間帯

を示したものである．ここでは 12 時の昼時と 18 時の

夕方の 2 つのピークの山があることが分かる．これを

カフェのみと書店のみの場合で分けて示したものがそ

れぞれ図‐4，図‐5 である．ここでカフェと書店の混雑

時間帯を比較すると，カフェは昼の 12 時に向けて混雑

度が上昇している．一方，書店では夜の 18 時に向けて

混雑度が上昇していることが分かった．これはカフェ

にはランチサービスがあること，書店は会社や学校帰

りに少し立ち寄るという目的での利用などが影響して

いると考えられる．このように同じサードプレイスで

あっても店舗種別に利用状況に違いがあると言える． 

 
図-2 サードプレイス店舗の利用目的. 

 

 
図—3 サードプレイス店舗の混雑時間帯. 
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図-4 サードプレイス店舗(カフェ)の混雑時間帯. 

 

 
図-5 サードプレイス店舗(書店)の混雑時間帯. 

 

Ⅲ) 滞在時間と店舗の席数の関係  アンケート調

査の結果から，特に関連性があると思われる項目間の

関係性を把握することを目的にクロス集計を行った．

カフェにおいての滞在時間と店舗の席数の関係を図-6

に示す．席数が少ない店舗では席数が多い店舗に比べ

て，来客者の平均滞在時間が短いという結果が得られ

た．これは席が少ないことによる窮屈感や圧迫感とい

ったような精神的な尺度が影響しているのではないか

と考えられる．なお，書店については，一般に書店内

には席数が少なく，最近こそ座って読むスペースが出

来てきてはいるが，傾向に偏りが生じる可能性がある

ことから，集計の対象外とした． 

Ⅳ) 混雑度の評価  朝・昼・夜のどちらがどの程度

混雑しているかということを一対比較評価の結果から

AHP(注 5)により朝昼夜の混雑度のウエイトを把握する．

分析の結果を表-3 に示す．全体として朝昼夜の重要度

(混雑度)を見ると，昼が 43.7%と最も高く，次点で夜

の 35.4%，最も低かったのは朝の 20.9%であった．この

結果からサードプレイス全体では昼に最も混雑してい

て，次に夜，朝は最も混雑していない時間帯と言える．

カフェにおいては昼が 52.5%と最も混雑しており，次

いで朝の 26.2%，夜の 21.3%となっている．このことか

らカフェのみに焦点を絞った場合，全平均に比べ，夜

の重要度が減り，昼が増加していると読み取れる．カ

フェにおいては朝夜に比べて昼が最も混雑していると

言える．これはカフェにはランチの時間などでお得に

なったりすることや，仕事の昼休みなどの時間の利用

などの要因が影響していると考えられる．夜に比べ朝

の方が混雑する理由としてはカフェでは一般的にモー

ニングサービスを提供しているケースが多く，その影

響が反映されていると考えられる．一方で，ランチや

モーニングサービスなどは飲食を目的としたものであ

るとも言え，サードプレイスの空間利用としては本来

の機能である多様な利用用途を限定的にしていると言

える．書店においては夜が 68.3%と最も混雑しており，

次いで昼の 23.2%，朝の 8.5%となっている．書店では

夜が特に高く，最も混雑していると言え，朝の通勤・

通学時間に比べ夜の帰宅時間に向けて増加傾向にある．

これらの結果は単純集計の結果と整合性がとれ，店舗

種別に利用状況が異なることが分かる． 

 

 

図-6 カフェの滞在時間と店舗席数の関係. 

 

表-3 AHPによる分析結果(混雑度). 

 朝 昼 夜 合計 

全体 0.209 0.437 0.354 1.00 

カフェ 0.262 0.525 0.213 1.00 

書店 0.085 0.232 0.683 1.00 

 

6. サードプレイス店舗数の関係性 

サードプレイス店舗数の多少がどのような要因に影

響されているのかを把握するために，下記の 2 つの仮

説を立て，統計的有意性の有無を検証した． 

（仮説 1）サードプレイスの店舗数と鉄道駅乗降客数

との間には相関関係がある 

（仮説 2）サードプレイスの店舗数と昼夜間人口比率

との間には相関関係がある 

 まず（仮説 1）について，各調査対象駅のサードプレ

イス店舗数と日平均乗降客数の 2 データ間の関係を図

-7に示す．両者には一般的な相関関係があり（r=0.656），

有意水準 10％で統計的有意性を確認した．次に，（仮説

2）について，サードプレイス店舗数と昼夜間人口比率

の関係を図-8 に示す．両者は弱い相関（r=0.323）であ

り，t 検定の結果，統計的有意性を確認できなかった．

図-8 図中の右上の神戸駅のデータは他のものに比べて

値が大きく外れており，この要因が傾きを少し大きく

していると考えられるが，特殊解と見なして除外した
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場合，相関関係はほとんど見られなくなる可能性があ

る．この点については，サンプル数を増やし確認する

必要性や，分析に用いた昼夜間人口比率が都市規模で

の値を用いていることなど，指標の採り方が要因とな

っている可能性があるなど，今後の課題としたい． 

 

図-7 サードプレイス店舗数と乗降客数の関係. 

 

 

図-8 サードプレイス店舗数と昼夜間人口比の関係. 

 

7. 結論 

 本論は，交通結節機能を有する鉄道駅構内における

サードプレイスの現状について，現地調査及びアンケ

ート調査に基づき明らかにした．以下にその成果をま

とめる． 

・現地調査からサードプレイス店舗数と駅周辺状況の

把握を行った．乗降客数が比較的少ない駅はサード

プレイス店舗数も少ない傾向があること推察される． 

・アンケート調査から，サードプレイスという言葉の

認知度や席数，利用状況の把握を行った．サードプレ

イスという言葉の認知度は高くなく、利用用途や混

雑時間帯などは店舗種別に大きな違いが見られた． 

・サードプレイス店舗数と関連のある要因の把握を行

った．サードプレイスの店舗数と乗降客数との間に

統計的に有意な相関関係があることを確認できた． 

本研究では，駅ナカを対象にサードプレイスを考え

てきた．これは多くの人が集まる鉄道駅にはサードプ

レイスという空間が必要であると考えたためである．

しかし，サードプレイスという空間は駅周辺だけでは

なく，他にも必要とされている場所があるのではない

かと考える．サードプレイスの必要性の把握は今後の

研究課題としたい． 

 

補注 

(注 1) 交通結節機能を有する鉄道駅の定義は乗り換え

可能な駅，乗り換えが誘導される駅である． 

(注 2) アメリカの社会学者であるレイ・オルデンバー

グ(Ray Oldenburg)は自身が書いた「The Great 

Good Place」3)で，都市居住者にとって生活上欠

かせない二つの居場所として家をファースト・

プレイス，学校や職場をセカンドプレイスと位

置づけ，二つの居場所に加え，カフェや書店な

どを居心地の良い第三の場所とし，サードプレ

イスを提唱した． 

(注 3) 「駅乗降者数総覧’15」5)にデータ無記載の佐

用・上郡・和田山・豊岡・谷川駅の 5 駅を乗降

客数規模の極めて少ない駅とする． 

(注 4) 人が快適に歩行する限度の時間として，満足し

ている割合が最も高いとされる時間である． 

(注 5) AHP(analytic Hierarchy Process)は，多様な価値観

がある多基準社会における価値観の優先度を評

価するための手法．評価結果の整合性を確認す

るためにコンシステンシー指数を求め，コンシ

ステンシー指数が 0.15以上の場合は不整合性が

高いと見なし，考察対象から除外する． 
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図-4 サードプレイス店舗(カフェ)の混雑時間帯. 

 

 
図-5 サードプレイス店舗(書店)の混雑時間帯. 

 

Ⅲ) 滞在時間と店舗の席数の関係  アンケート調

査の結果から，特に関連性があると思われる項目間の

関係性を把握することを目的にクロス集計を行った．

カフェにおいての滞在時間と店舗の席数の関係を図-6

に示す．席数が少ない店舗では席数が多い店舗に比べ

て，来客者の平均滞在時間が短いという結果が得られ

た．これは席が少ないことによる窮屈感や圧迫感とい

ったような精神的な尺度が影響しているのではないか

と考えられる．なお，書店については，一般に書店内

には席数が少なく，最近こそ座って読むスペースが出

来てきてはいるが，傾向に偏りが生じる可能性がある

ことから，集計の対象外とした． 

Ⅳ) 混雑度の評価  朝・昼・夜のどちらがどの程度

混雑しているかということを一対比較評価の結果から

AHP(注 5)により朝昼夜の混雑度のウエイトを把握する．

分析の結果を表-3 に示す．全体として朝昼夜の重要度

(混雑度)を見ると，昼が 43.7%と最も高く，次点で夜

の 35.4%，最も低かったのは朝の 20.9%であった．この

結果からサードプレイス全体では昼に最も混雑してい

て，次に夜，朝は最も混雑していない時間帯と言える．

カフェにおいては昼が 52.5%と最も混雑しており，次

いで朝の 26.2%，夜の 21.3%となっている．このことか

らカフェのみに焦点を絞った場合，全平均に比べ，夜

の重要度が減り，昼が増加していると読み取れる．カ

フェにおいては朝夜に比べて昼が最も混雑していると

言える．これはカフェにはランチの時間などでお得に

なったりすることや，仕事の昼休みなどの時間の利用

などの要因が影響していると考えられる．夜に比べ朝

の方が混雑する理由としてはカフェでは一般的にモー

ニングサービスを提供しているケースが多く，その影

響が反映されていると考えられる．一方で，ランチや

モーニングサービスなどは飲食を目的としたものであ

るとも言え，サードプレイスの空間利用としては本来

の機能である多様な利用用途を限定的にしていると言

える．書店においては夜が 68.3%と最も混雑しており，

次いで昼の 23.2%，朝の 8.5%となっている．書店では

夜が特に高く，最も混雑していると言え，朝の通勤・

通学時間に比べ夜の帰宅時間に向けて増加傾向にある．

これらの結果は単純集計の結果と整合性がとれ，店舗

種別に利用状況が異なることが分かる． 

 

 

図-6 カフェの滞在時間と店舗席数の関係. 

 

表-3 AHPによる分析結果(混雑度). 

 朝 昼 夜 合計 

全体 0.209 0.437 0.354 1.00 

カフェ 0.262 0.525 0.213 1.00 

書店 0.085 0.232 0.683 1.00 

 

6. サードプレイス店舗数の関係性 

サードプレイス店舗数の多少がどのような要因に影

響されているのかを把握するために，下記の 2 つの仮

説を立て，統計的有意性の有無を検証した． 

（仮説 1）サードプレイスの店舗数と鉄道駅乗降客数

との間には相関関係がある 

（仮説 2）サードプレイスの店舗数と昼夜間人口比率

との間には相関関係がある 

 まず（仮説 1）について，各調査対象駅のサードプレ

イス店舗数と日平均乗降客数の 2 データ間の関係を図

-7に示す．両者には一般的な相関関係があり（r=0.656），

有意水準 10％で統計的有意性を確認した．次に，（仮説

2）について，サードプレイス店舗数と昼夜間人口比率

の関係を図-8 に示す．両者は弱い相関（r=0.323）であ

り，t 検定の結果，統計的有意性を確認できなかった．

図-8 図中の右上の神戸駅のデータは他のものに比べて

値が大きく外れており，この要因が傾きを少し大きく

していると考えられるが，特殊解と見なして除外した
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場合，相関関係はほとんど見られなくなる可能性があ

る．この点については，サンプル数を増やし確認する

必要性や，分析に用いた昼夜間人口比率が都市規模で

の値を用いていることなど，指標の採り方が要因とな

っている可能性があるなど，今後の課題としたい． 

 

図-7 サードプレイス店舗数と乗降客数の関係. 

 

 

図-8 サードプレイス店舗数と昼夜間人口比の関係. 

 

7. 結論 

 本論は，交通結節機能を有する鉄道駅構内における

サードプレイスの現状について，現地調査及びアンケ

ート調査に基づき明らかにした．以下にその成果をま

とめる． 

・現地調査からサードプレイス店舗数と駅周辺状況の

把握を行った．乗降客数が比較的少ない駅はサード

プレイス店舗数も少ない傾向があること推察される． 

・アンケート調査から，サードプレイスという言葉の

認知度や席数，利用状況の把握を行った．サードプレ

イスという言葉の認知度は高くなく、利用用途や混

雑時間帯などは店舗種別に大きな違いが見られた． 

・サードプレイス店舗数と関連のある要因の把握を行

った．サードプレイスの店舗数と乗降客数との間に

統計的に有意な相関関係があることを確認できた． 

本研究では，駅ナカを対象にサードプレイスを考え

てきた．これは多くの人が集まる鉄道駅にはサードプ

レイスという空間が必要であると考えたためである．

しかし，サードプレイスという空間は駅周辺だけでは

なく，他にも必要とされている場所があるのではない

かと考える．サードプレイスの必要性の把握は今後の

研究課題としたい． 

 

補注 

(注 1) 交通結節機能を有する鉄道駅の定義は乗り換え

可能な駅，乗り換えが誘導される駅である． 

(注 2) アメリカの社会学者であるレイ・オルデンバー

グ(Ray Oldenburg)は自身が書いた「The Great 

Good Place」3)で，都市居住者にとって生活上欠

かせない二つの居場所として家をファースト・

プレイス，学校や職場をセカンドプレイスと位

置づけ，二つの居場所に加え，カフェや書店な

どを居心地の良い第三の場所とし，サードプレ

イスを提唱した． 

(注 3) 「駅乗降者数総覧’15」5)にデータ無記載の佐

用・上郡・和田山・豊岡・谷川駅の 5 駅を乗降

客数規模の極めて少ない駅とする． 

(注 4) 人が快適に歩行する限度の時間として，満足し

ている割合が最も高いとされる時間である． 

(注 5) AHP(analytic Hierarchy Process)は，多様な価値観

がある多基準社会における価値観の優先度を評

価するための手法．評価結果の整合性を確認す

るためにコンシステンシー指数を求め，コンシ

ステンシー指数が 0.15以上の場合は不整合性が

高いと見なし，考察対象から除外する． 
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